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NBA・米国バスケ	ニュース要約			■記事によると	・ドワイト・ハワード（元オーランド・マジックなど）がPBD	Podcastに出演し、マイケル・ジョーダン（元シカゴ・ブルズなど）の伝説的な48インチの垂直跳び（約122センチ）について「誇張されている」と主張した	・ハワードは「48インチ跳べるならリングに座れるはず」と語り、この数値がナイキやゲータレードなどの企業による宣伝戦
略だった可能性を示唆	・さらに「フリースローラインからのダンク（1988年のスラムダンクコンテスト）」も「特にすごいとは思わない」と発言し、スコッティ・ピッペン（元シカゴ・ブルズなど）の方が上だったと述べた	・「ピッペンが評価されなかったのは、ジョーダンのようにナイキの後ろ盾がなかったから」とも説明	・その後も「ジョーダンの方が人気だったのは、坊主頭だったから」
「短いパンツを履いていたから」「肌の色が濃かったから」などと話し、差別的と受け取れる発言も飛び出した	・また「ジョーダンはピッペンがいなければ何も勝てなかった」とも言い、ブルズ時代の成功自体にも疑問を投げかけた	・「ジョーダンが48インチ跳べた」という伝説は、ウィルト・チェンバレン（元フィラデルフィア・ウォリアーズなど）の「100点試合」などと同じ神話だと位置づ
けた	・極めつけに「ダンクコンテストなら自分がジョーダンに勝てる」と豪語した					ドワイト・ハワードが「ジョーダンに48インチの垂直跳びが本当にあったなら、リングに座ってるはずだ」と語ったことを受けて、多くのバスケットボールファンが驚きや困惑、そして反発を示している。	まず「ジョーダンの48インチ（約122cm）の垂直跳びは誇張だ」とするハワードの意見について、ある投
稿者は「48インチ＝約122cmだが、ジョーダンの身長が6フィート6インチ（約198cm）なので、仮に本当にそれだけ跳べたら頭がリングの上に行くはず。でもそんな映像は見たことがない」と述べ、数値への懐疑を示している。一方で、「ジャンプの最高到達点は、ゲーム中に常に出せるものではない」という冷静な意見も多く、垂直跳びの記録は最適な条件下で測定されたものと見る声が多かっ
た。	あるユーザーは「ロイ・ウィリアムズ（ジョーダンの大学時代のコーチ）が彼の1年目に46インチ（約117cm）の垂直跳びを記録したと証言している」と述べており、数字自体の信ぴょう性を完全に否定することには慎重な姿勢も目立った。さらに「ケオン・ジョンソン（2021年のドラフトコンバインで48インチ＝約122cmを記録）は立ち幅跳びの測定で立位リーチを過小申告していた可能
性がある」との指摘もあり、そもそも記録方法自体に誤差がある可能性も議論されている。	また、「ゲーム中のジャンプは前方向への動きが多く、純粋な垂直方向の跳躍ではない」という技術的な意見もあり、ゲーム映像だけで垂直跳びを推定する難しさも指摘されていた。中には「ジョーダンが頭をボードにぶつけた動画もある」「目線がリングの中を見下ろしていた」といった証拠を挙げる声も
あり、少なくとも40インチ後半（約102cm以上）の跳躍能力は疑いないという見方も根強い。	一方で、「ドワイトはジョーダンを否定したいわけではなく、実際に計測された記録が存在しない数字を鵜呑みにするなという話だ」と、彼の発言の意図をフォローする声もあった。	この話題はやがてウィルト・チェンバレンの「1000ポンド（約453kg）をスクワットした」「2分以内の800メートル
走を記録した」といった逸話にも波及し、「彼は記録の誇張が多いことで知られていた」という声もあれば、「身長7フィート（約213cm）でサブ2分の800mはD1（NCAAディビジョン1）級の記録だ」と驚嘆するコメントもあった。ただし、当時の競技記録が公式に残っていない点や、出典が自己申告中心であることから、信ぴょう性に疑問を持つ声が多かった。	最終的にこの話題は、現代の
「映像で見たことがないものは信じない」という風潮や、インターネット世代の懐疑主義にもつながり、「かつての偉業が軽視されている」という嘆きにもつながっている。「ジョーダンやウィルトを貶めるための数字論争ではなく、偉大さは記録ではなく映像や伝説、目撃証言を含めた総合的な評価で見るべきだ」とする意見もあり、単なる数値の真偽を超えて、バスケットボールの歴史認識や信
憑性の在り方そのものを問う議論に発展している。	ネットの反応	NBAのレジェンドを1人叩くならまだしも、2人まとめて否定してるのはさすがにやりすぎ。	ウィルトの話ってだいたい「垂直跳び90インチ（約229cm）」「チン長90インチ（約229cm）」「ベトナム戦争を90分で終わらせた」みたいなやつばっかりじゃん。	なんでドワイトはあんな保守系の陰謀論ポッドキャストに出てんの？
あの連中の主張知ってんのかな。	ジャンプ力で言い合ってるけど、ドワイトは315ポンド（約143kg）を24回挙げたとか言ってるのも大概ヤバい。	↑あれ、マジで動画残ってるよ。マジック時代に普通に315を何回も挙げてたから。	昔は記録なんて残ってなかったから、なんでも言いたい放題だったよな。	MJの伝説だって多少は誇張されてる部分あるだろ。どんなレジェンドもそういうもんだ。
48インチ（約122cm）は現代の跳躍王と比べても高すぎる。ジョーダンが本当にそれ以上だったってのは信じにくい。	正直43〜45インチ（約109〜114cm）くらいはあったと思う。普通にめちゃくちゃ跳べてたのは事実。	試合中のジャンプじゃなくて、助走つけて跳べば48（約122cm）近く行けたかも。	ウィルトの100点試合は記録が残ってるけど、ジョーダンの48インチ垂直（約122cm）
は証明がない。その差は大きいよ。	ジョーダンが43〜45インチ（約109〜114cm）でも、それで十分すごいからね。	ウィルトが跳んでる映像はちゃんと残ってるよ。あれは本当に異次元だった。	1983年にUNCの大学院生がやった研究で、ジョーダンは45.76インチ（約116.3cm）って出てた。48（約122cm）って数字は84年の五輪選考時に出た噂。ジョーダン本人はそんなこと一度も言って
ない。	シャエドン・シャープが49インチ（約124cm）跳んだし、今やMJが記録保持者じゃないのは確か。	NBA・米国バスケ	ニュース要約			■記事によると	・ルカ・ドンチッチ（元ダラス・マーベリックス）が早期のトレーニング映像で話題を集めている	・動画には、痩せて引き締まった体でハードなトレーニングに取り組む姿が収められていた	・これまで長年にわたり、彼のオフシーズンの準
備やコンディショニングが問題視されてきた	・ダラス時代にも体調管理や持久力への不安が指摘され、チーム側の決断に影響した可能性があると示唆された	・今回の映像は、ドンチッチがそうした批判を真剣に受け止めていることを示す内容とされる	・SNS上ではこのトレーニング映像に多くの反応が集まり、ファンの間で大きな話題となった	・ある長年のファンは「いつもは7月末から8月初め
に始めていた。だから、これは確かに過去7年とは違う」と語った	Luka	in	the	gym		(h/t	@ClutchPoints)pic.twitter.com/rKpHH0UxyS	—	Legion	Hoops	(@LegionHoops)	June	10,	2025			ルカ・ドンチッチがジムでベルトスクワットをこなす姿が撮影され、今季への復讐心を感じさせるとして話題を呼んでいる。これに対しては、驚きや賞賛、そして懐疑的な声まで、さまざまな反応が寄
せられている。	まず、「720ポンド（約326kg）を軽々と動かしてるのヤバすぎる」「あの負荷に耐えられる脚を作ってる時点で相当仕上げてきてる」というように、純粋にパワーとコンディションの良さに驚く声が多い。一方で、「動画だけじゃわからない。これがベン・シモンズの“オフにジャンパー入れてる詐欺動画”にならないといいけど」という冷ややかな意見も目立った。	また、使用し
ていた器具に関する知識の共有も盛んだった。「これはベルトスクワット。背中に負荷をかけずに脚を鍛えるためのマシンだ」と説明するコメントに対し、「背中に問題を抱えた選手が使うには理想的だし、バスケ選手として理にかなってる」と理解を示す人もいた。	それに関連して、「スクワットラックよりも楽か？」「いや、用途が違うだけ。背中のリスクを避けたい時には良い選択だ」という
具体的なトレーニング理論も飛び交い、筋トレに詳しいファンの分析も盛り上がりを見せた。	ルカの肉体の変化に注目する声も多く、「ルーキー時代のマドリード時代に近いスリム体型」「30ポンドは痩せたように見える」「ここ数年で一番いいオフの身体」と絶賛する意見が目立った。また、「この調子で8月、10月まで保てるなら本物」「今の時期にこれだけ絞れてるのは例年と違う」というタ
イミングの早さを評価する声もある。	一方で、「レイカーズのTシャツ着てたの気になる」「レイカーズの環境で本気になったのか」「ニコ（元マブスGM）にデブ扱いされたことが効いてるんじゃないか」という、移籍後の変化に注目する声もある。	懐疑的なコメントも忘れられておらず、「痩せたってだけで評価されすぎ」「ドンチッチは前にも痩せた写真出してたけど、シーズン中に戻ってた
じゃん」「変化なんて信じない、シーズン始まるまで様子見」という冷静な視点も散見された。	一部では、「ルカがレブロン化してきた。次は本の2～3ページだけ読むムーブが始まるぞ」といった冗談交じりのコメントや、「彼女に振られて筋トレ始めた男の姿そっくり。女＝マブス」と表現するユーモラスな比喩もあり、ネット上では総じて好意的かつ多様なリアクションが広がっている。	最後
に、選手の変化に懐疑的な風潮自体を問題視する意見もあった。「人が変わることを信じない人間が多すぎる。今季のドンチッチを見て後悔しろ」「新天地での緊張感が変化を生むのはよくあること」といった、変化への肯定的な立場を示す声も一定数存在している。	ルカ・ドンチッチがこの夏の努力を実際のパフォーマンスに繋げられるのか、多くの視線が注がれている。	ネットの反応	プロアス
リートがスクワットしただけでここまで話題になるの面白すぎるだろ。	今オフだし試合もないし、そろそろベン・シモンズの3P動画が上がってくる頃だな。	3月になって、ニューオーリンズとメンフィスでの連戦終えたあとに、晩飯でサラダ選ぶようになったら本物ってことでしょ。	実際のところ、あの体格でバスケやってる時点で消費カロリーはバカ高い。太るにはむしろ相当食べ過ぎてないと
無理。	2023-24年は怪我前までディフェンスもちゃんとやってたぞ。	完全な状態じゃなくても、ずっとリーグトップクラスの選手ってのが逆に恐ろしい。	今のルカ、肩の厚みやばい。ドワイト・ハワードとドウェイン・ウェイドみたいになってきてる。	NBA・米国バスケ	ニュース要約			■記事によると	・タイリース・ハリバートン（インディアナ・ペイサーズ）が、The	Athleticの匿名選手アン
ケートで「最も過大評価されている選手」に選ばれたと報じられた	・このアンケートには90名の現役NBA選手が回答し、ハリバートンは13票（14.4％）を獲得して最多票だった	・2位はルディ・ゴベア（ミネソタ・ティンバーウルブズ）で9票（10.0％）を集め、唯一10％以上を記録したもう一人の選手となった	・ハリバートンは今季平均18.6得点、9.2アシストを記録し、アシスト・ターン
オーバー比率で50試合以上出場した選手の中でリーグ1位だった	・オールスターには選出されなかったが、オールスター以降の活躍により2年連続のオールNBA入りが期待されている	・ペイサーズは2013-14シーズン以来となる50勝シーズンを達成し、チームの成長を支えた	・同アンケートでは、ジェームズ・ジョンソン・ジュニアが「最もケンカしたくない選手」に4年連続で選出され、63.1％
の票を集めた	・ペイサーズは「最も良い組織」部門で1.5％を獲得し、同率11位だった	・同部門の1位はゴールデンステイト・ウォリアーズで21.9％の票を集めた	・ヘッドコーチのリック・カーライルも「最良のコーチ」「最悪のコーチ」両部門で票を得たが、どちらも主要候補にはならなかった	・MVPにはシェイ・ギルジャス・アレクサンダー（オクラホマシティ・サンダー）が56.1％で1位と
なり、ニコラ・ヨキッチ（デンバー・ナゲッツ）が37.4％で続いた	Who	is	the	NBA’s	most	overrated	player?	Ninety	players	voted,	and	one	name	emerged	above	the	rest:	Indiana's	Tyrese	Haliburton:	[image	or	embed]	—	The	Athletic	(@theathletic.bsky.social)	2025年4月22日	21:01			タイリース・ハリバートンが「最も過大評価されている選手」に選ばれたことに対し、
NBAファンの反応は揺れている。	まず、この投票がたった13票（全体の14.4％）に過ぎないことに触れ、「リーグの総選手数を考えればサンプルは十分だが、これは“嫌われてる”選手のリストであって、実際に過大評価かは別」と冷静に受け止める声がある一方で、「90人中13票で1位って、むしろ名前が出ただけ凄い」「過大評価と呼ばれるのは、少なくとも誰かが注目してる証拠」と前向きに
捉えるファンも多い。	一部では、過去に所属していたチームや金銭的な契約に対する嫉妬が背景にあるのではという指摘も多く見られた。「ルディ・ゴベアがここにいるのも契約の大きさに反発する声が多いから」「自分より何千万ドルも多く稼いでる選手がドリブルもできないって不満になるのは分かる」と、金額と評価の乖離を疑問視する意見も。	また、ハリバートンが「しゃべりすぎる」
「喜々としてスキップする」「ベンチに向かって話しかける」など性格面での反感を買っているという見解も目立った。「アンソニー・エドワーズがやればカッコいいのに、タイリースがやるとウザがられる」と、プレースタイルよりも“ノリ”の違いが反発を呼んでいるとの見方もある。	一方で、彼のプレーメイキング能力を高く評価する声は圧倒的に多い。「1ヶ月で156本のポテンシャルアシス
トに対してターンオーバーはたった3回」「NBA史上初めて、シーズンで100ターンオーバー未満で500アシストを記録した」「50本完璧にパスを通した後にやっと1本ミスるレベル」など、パス精度の高さを推す声が多く寄せられた。	「プレイヤーたちは“自分には真似できない動き”を評価する傾向がある。だからカイリー・アービングは評価され、パス主体のハリバートンは過小評価されがち」
「“何もできなかった…”という感情が残るスーパープレイより、ミスしない安定感の方が地味に見える」と、評価軸の違いに注目する意見も。	さらに、他の名前も少数票ながら挙がっており、ジャック・ランデールやジョック・ランドール、ザック・ラヴィーン、ラメロ・ボール、アンソニー・デイビスなどが1票ずつ入っていたことも「悪ノリか、仲間内でふざけて投票してるんじゃないか」と疑
う声が上がっていた。	まとめると、ハリバートンが過大評価というよりも「評価基準の分断」「性格面の好き嫌い」「契約への嫉妬」「オリンピック選出への反発」といった複合的要素が絡み合っての結果と見る意見が大半だった。「選手たちこそ感情的で、客観的な評価は難しい」「NBA選手は実は選手評価が苦手」という皮肉混じりの声もあった。	ネットの反応	13人が投票しただけで「過大
評価」扱いになるの笑うしかない	ゴベアが2位なのは納得だけど、ハリバートンは意外だった	オリンピックの金メダルに嫉妬してるだけって意見あったけど、それが一番しっくりくる	プレイスタイル的に好き嫌い分かれやすいのは分かるけど、効率は抜群なんだよな	そもそもこの投票、人気投票というより嫌われ者ランキングに近い	プレイメイク全振り型の選手って、地味に見られがちだから損だ
よな	「しゃべりすぎ」「うるさい」って理由で嫌われてるってマジか	オールスターに選ばれてないのに過大評価ってどういう理屈なんだよ	普通にオフェンスの要だし、いないとインディアナの攻撃は崩壊するだろ	他の選手もゴベアとかポール・ジョージとか、例年の常連ばっかりやん	「しゃべりすぎ」「顔が気に入らない」「態度がうざい」が理由ってのが一番多いのウケる	あの恋人との写真が
アンケート結果に影響したって言ってるやつもいたしな	ラメロやトレイと同じようにディフェンス面で狙われやすいのは確か	NBA・米国バスケ	ニュース要約			ボストン・セルティックスは、ニューヨーク・ニックスとのプレーオフ第2ラウンドで敗退し、いまだにそのショックから立ち直れていない。多くのチームとは違い、セルティックスには才能や選手層の薄さという問題はない。レブロン・
ジェームズ（ロサンゼルス・レイカーズ）は最近、このチームの問題は「努力の継続ができないこと」、そして「自分たちの強さに飽きてしまっていること」だと指摘した。	レブロンはポッドキャスト『Mind	the	Game』の中でこう語った。	「“プロセス（過程）”って言葉はあえて使いたくないけど、彼らはもう“完成された存在”なんだよ。テイタム（ジェイソン・テイタム）とブラウン（ジェ
イレン・ブラウン）は、もう何年も何年もこの舞台でやってきて、いわば“1万時間の修行（※熟練の域に達するための目安となる時間）”を終えている。でも、時々その偉大さゆえに退屈そうに見えるんだ。個人としても、チームとしてもね」	テイタムとブラウンを中心とした現在のセルティックスについて、レブロンはこれまでも様々な角度から見てきたが、最も大きな課題は「自分たち自身の意
識の甘さ」だと捉えている。チームとしての完成度や連携の質はリーグ屈指で、むしろその強さゆえに試合をなめてかかってしまう傾向があるという。実際、2023年のプレーオフでも、ホームでの初戦と第2戦を落とすなど、気の緩みから足元をすくわれた場面があった。そうした慢心が、今回の敗退にもつながった可能性は高い。	LeBron	James	on	the	Celtics:	“Sometimes	they	get	a	little
bored	because	of	how	great	they	are.”	(via	@mindthegamepod)	pic.twitter.com/4DLA2tCpuB	—	Legion	Hoops	(@LegionHoops)	May	20,	2025			レブロン・ジェームズが「セルティックスは時折、自分たちの偉大さに飽きているように見える」と語ったコメントは、多くのファンの間で納得と共感を呼んでいる。この発言がきっかけとなり、セルティックスの今季の崩壊とその背景
について多角的な意見が交わされている。	セルティックスファンの中には、「レギュラーシーズンからずっとこの傾向が見られた」と語る者もいる。大差でリードした試合で集中を欠き、リードを失う展開が頻発していたという。「警告を発しても“ドゥーマー（悲観論者）”とレッテルを貼られていたが、実際に心配していた通りの結果になった」と語るファンもいた。	一方で、単なる“飽き”や“気
の緩み”では片付けられないとする声もある。ジェイレン・ブラウンは半月板を損傷しながらプレーし、クリスタプス・ポルジンギスは病気で戦線離脱、ジュルー・ホリデーもシーズン後半は怪我に苦しんでいた。さらに、ジェイソン・テイタムのアキレス腱断裂という重大な負傷も重なり、「ただの怠慢ではなく、肉体的な限界に達していた」とする分析もある。	レブロンの発言が「驚くような意
見ではない」とするファンも多い。彼らは、「このチームは以前から、格下の相手に対して気を抜く傾向があった」「リードを守り切れずに逆転されるのは何度も見た」と語る。「試合を制している時間は長いのに、勝敗を分ける最後の局面で競り負ける」というパターンが繰り返されていたことが指摘されている。	さらに興味深いのは、「プレーオフでの成功が、逆に学習を妨げたのでは」という
指摘だ。昨季は優勝まで辿り着いたが、それによって「3ポイントシュート重視の戦術を変えずに突き進む自信を得てしまった」との見方もある。実際には、プレーオフ序盤から不安定なシュート成功率に悩まされ、インサイドで頼るべきポルジンギスの不在も大きく響いた。	一部の意見では、昨季のウォリアーズや昔のスパーズを引き合いに出し、「王者が繰り返しのモチベーションを維持するこ
との難しさはスポーツ界では常識」とする声も。マイケル・ジョーダンやラジョン・ロンドといった選手のコメントを引用し、「繰り返し勝ち続けるには、内部の飢えと統率力が不可欠だ」とする分析も見られた。	コーチのジョー・マズーラに対する責任を問う声もあり、「このチームの集中力の欠如を修正すべきだった」「同じ失速が何年も続いているのに改善されていないのはおかしい」という
批判が散見された。一方で、「セルティックスのような強豪チームは毎年ターゲットにされ、全チームが全力でぶつかってくる。燃え尽きるのも仕方ない」と擁護する見方もある。	また、「3ポイント攻勢の戦術がうまくいかなかったときのプランBが存在しない」という根本的な構造の問題を挙げるファンもいる。特に第1戦と第2戦で20点リードを溶かした内容には多くの批判が集まり、「同じや
り方を繰り返して失敗するのはもはやDNAに組み込まれている」とまで言う声もあった。	最後には「今年はニックスが単に優れていた」「セルティックスが崩れた隙を突いたのはお見事だった」という冷静な評価もあり、レブロンの指摘とセルティックスの敗退は、単に一側面だけで語れるものではないことが浮き彫りになっている。今後このチームがどう変化し、次のシーズンにどんな意識で挑
むのか、多くのファンが注目している。	ネットの反応	「偉大すぎて退屈してる」って、たった1回優勝しただけでそれはないだろ	20点差を何度も逆転されるのは退屈とか以前の問題では？	テイタムとブラウンは上手いけど、自分で簡単な点を取れるタイプじゃない	↑そこがプレーオフでの差になるよな。ブルンソンとかSGAはその辺が違う	3ポイント偏重のオフェンスが止まったとき、何もできな
くなるのが致命的	「退屈」は言い過ぎにしても、気が抜けてたのは間違いないと思う	マズーラの采配もひどかった。最後までプランBなかったし	テイタムが抜けた瞬間に崩壊したのを見て、やっぱり1枚足りないと思った	ドライブで崩せる選手がいないと、プレーオフでは通用しないって証明され	↑レブロンやステフが何度も言ってきたことだな。集中力が全て	もう何年もこの「ビッグリード→逆
転負け」やってるのに、全然改善しないのがやばい	あれだけの戦力揃えて、また同じ落とし穴に落ちたのはコーチの責任も大きい	守備に追い詰められると急に打つ手がなくなるのはこのチームの伝統みたいになってる	勝てないときの対応力がなさすぎて、勝ってるときしか強く見えない	NBA・米国バスケ	ボックススコア＆ハイライト	DIDN'T	BACK	DOWN	#PacersWin
pic.twitter.com/NQLtMEpmcn	—	Indiana	Pacers	(@Pacers)	June	12,	2025			・インディアナ・ペイサーズがオクラホマシティ・サンダーに116-107で勝利	・試合は15回の同点を記録する互角の展開で進行	・第3クォーター終了時点ではサンダーが5点をリード	・第4クォーターにペイサーズが逆転しそのまま流れを掌握	・ベンチ得点で49-18と大差をつけた点が勝負の分かれ目	・ベネディ
クト・マサリンがベンチから27得点の活躍	・タイリース・ハリバートンは22得点11アシスト9リバウンドを記録	・パスカル・シアカムが21得点、攻守で存在感を発揮	・TJ・マコーネルは10得点5アシスト5スティールで歴史的記録を達成	・ペイサーズの選手が幅広く得点に絡み、終盤の守備も安定	・サンダーは試合を通して主導権を握る場面もあったが後半に失速	・第4クォーターのオフェンス
が停滞し逆転を許す展開	・シャイ・ギルジャス・アレクサンダーは24得点を記録	・ジェイレン・ウィリアムズが26得点、チェット・ホルムグレンは20得点	・ペイサーズは3月中旬以降、敗戦直後の試合で10連勝中	・NBAファイナルで1勝1敗から第3戦を取ったチームの優勝確率は80.5％					インディアナが本拠地で勝利を掴んだこの試合に対し、多くのファンが強烈な反応を見せた。中でも話題
になったのは、ＴＪ・マコーネルのスティールだった。アレックス・カルーソのインバウンドパスを読み切って奪った場面を「シリーズの転換点」と見る声もあり、その後の展開でペイサーズが完全に主導権を握ったことに触れている。	この日のペイサーズはセカンドユニットが主役だったとの声が多く、「マチュリンとマコーネルの試合」と断言する意見もあった。ベネディクト・マチュリンはわ
ずか22分の出場で27得点を叩き出し、「キャリア最大の試合」「夢のような出来」と称賛された。プレータイムが不安定な理由についても触れられ、「彼はラインナップの中で浮きがちだが、こういう試合で必要になる存在」との見解が示された。	また、マイルズ・ターナーも第4クォーターでの守備が高く評価され、「ペイント内を完全に封鎖」「クラッチタイムのブロックが鍵」といった声が上
がった。一方で前半のプレーに対しては「第1〜3Qは酷かった」と手厳しい評価もあり、起伏のある内容が印象的だったようだ。	サンダーに対する評価は厳しく、試合終盤にガス欠気味だった点が多く指摘された。シェイ・ギルジャス＝アレクサンダーについては「トラップとダブルチームで消耗し切っていた」「終盤に姿が見えなかった」「MVPなのに第4Qにいなかった」といった言葉が並び、
決定力の欠如が敗因の一つとして挙げられている。また、チェット・ホルムグレンについても「終盤はターナーにやられ続けた」「接戦では頼りにならない」という意見が目立ち、「このプレーオフで何度も問題になっている」と厳しい視線が向けられていた。	インディアナのチーム構成への称賛も多く、「ペイサーズは誰が出ても点が取れる」「相手を消耗させて最後にタイリースとシアカムで締
める」「控え全員がＧＯＡＴ（史上最高選手）になる可能性があるチーム」といったコメントが並んだ。実際、試合終盤の7分40秒でのフィールドゴール成功数はペイサーズが7本、サンダーがわずか2本にとどまったというデータも引用されており、勢いと完成度の違いが数字にも表れていた。	シリーズ展望については、開幕前に「インディアナはスウィープ（4戦全敗）か5試合で敗退」と見られ
ていた点が皮肉を込めて取り上げられた。「専門家たちはまだOKCを5試合で勝つと思ってるらしい」「パシフィックでのネットレーティングがいくら良くても意味がない」といった声が広がり、現在の状況を肯定する意見が優勢となっていた。	また、「ルー・ドートが完全に沈黙」「オクラホマは若さが露呈した」「インディアナは試合ごとに相手に慣れていってる」といった分析も見られた。
カーライル監督の9人ローテーションを評価する声もあり、「疲労戦で勝つならこういう采配が不可欠」との言葉が印象的だった。	最後には「インディアナはOKCが思い描いていたチーム像そのもの」「正統派のバスケットが勝った」と結ばれ、試合の余韻と驚きを物語っていた。	ネットの反応	383:	バスケ好きの反応	:	2025/06/12(木)	12:14:50.69	385:	バスケ好きの反応	:	2025/06/12(木)
12:14:53.30	387:	バスケ好きの反応	:	2025/06/12(木)	12:14:59.58	おおおおおおおｗｗｗ	ＩＮＤ勝ち切った！！！！！！	388:	バスケ好きの反応	:	2025/06/12(木)	12:15:00.89	390:	バスケ好きの反応	:	2025/06/12(木)	12:15:02.18	このシーズンずっとシアカムの脚に助けられてるわ	INDと対戦したどのチームにきいてもいちばん心折れるのは終盤のシアカムだと思う	397:	バスケ好きの
反応	:	2025/06/12(木)	12:15:16.92	399:	バスケ好きの反応	:	2025/06/12(木)	12:15:21.72	401:	バスケ好きの反応	:	2025/06/12(木)	12:15:23.04	403:	バスケ好きの反応	:	2025/06/12(木)	12:15:29.16	ハリバカムバックしたなぁ	ただのハイライト泥棒じゃなかった	410:	バスケ好きの反応	:	2025/06/12(木)	12:15:48.45	412:	バスケ好きの反応	:	2025/06/12(木)	12:15:52.14	スリー
20%でも打ち続けたINDと日和ったOKCの差	413:	バスケ好きの反応	:	2025/06/12(木)	12:15:58.74	まさかOKCが追いかけるシリーズとはなぁ	面白えよこのファイナル	414:	バスケ好きの反応	:	2025/06/12(木)	12:16:01.99	415:	バスケ好きの反応	:	2025/06/12(木)	12:16:03.58	418:	バスケ好きの反応	:	2025/06/12(木)	12:16:10.07	419:	バスケ好きの反応	:	2025/06/12(木)
12:16:10.28	420:	バスケ好きの反応	:	2025/06/12(木)	12:16:12.10	マジでIND優勝しそうやな	OKCが余裕で勝つと思ってたわ	421:	バスケ好きの反応	:	2025/06/12(木)	12:16:16.35	423:	バスケ好きの反応	:	2025/06/12(木)	12:16:20.06	OKCってほんと接戦弱いな	ブローアウトできなきゃほぼ負けるやん	425:	バスケ好きの反応	:	2025/06/12(木)	12:16:25.64	427:	バスケ好きの反応	:
2025/06/12(木)	12:16:29.53	なんかこの、OKCとINDのファイナル	田伏時代のbjリーグを見ているようでホッコリするわ	429:	バスケ好きの反応	:	2025/06/12(木)	12:16:32.29	NBA・米国バスケ	ニュース要約			■記事によると	・ケビン・デュラント（ヒューストン・ロケッツ）が「Mind	the	Game」ポッドキャストに出演し、NBAで長く第一線に立ち続けることの難しさを語った	・デュラ
ントは、選手が新たに契約を結ぶたびに、精神的にも再びバスケへの情熱を取り戻さなければならないと述べた	・「10年12年プレーして、MVPや優勝を何度も経験した後でも、またこの競技を続けたいか自分に問いかける必要がある」と発言	・続けて「『野球をやりたい』と言って一度辞めて戻ってくる人もいるし、『22年続ける』という人もいる。だから自分自身と契約することが必要」と
語った	・また「20年間リーグに在籍することが目標」と明かし、「そのためには他の何よりも先に、自分と再契約する必要がある」と説明	・NBAの歴史の中で20年以上プレーした選手は11人しかいない	“Some	people	say	"I	want	to	go	play	baseball",	and	some	wanna	play	22	straight”	KD	Hey	KD,	some	people	can’t	get	it	done	on	their	homegrown	team	&	they	have	to	go
join	the	team	that	beat	them	to	win..	Never	talk	down	on	the	GOAT	again	฀฀	(@shane00)	pic.twitter.com/3cNn1Pee2U	—	Jacob	(@Jacobtheclipper)	July	9,	2025			ケビン・デュラントが語った「プロとして高いレベルを維持する難しさ」というテーマに、ファンの反応は大きく分かれた。彼の発言は、マイケル・ジョーダンの一時的な引退やレブロン・ジェームズの異例の長期
キャリアを並列に挙げた形になり、多くの議論を呼んでいる。	まず、「レブロンのように22年間NBAでプレーし続けるのは異常なレベルの献身と努力の証。ジョーダンが1年半離れた後に戻ってきて3連覇したのもすごいが、レブロンの継続力も同じくらい評価されるべき」とレブロンの継続的な努力に注目する声がある一方、「MJは父親を亡くして心身ともに限界だった。引退は尊重すべき決断
だった」とジョーダンの状況を擁護する意見も多かった。	中には、「KDの発言はただの比較じゃなく、MJの覚悟の弱さを暗に指摘してるように聞こえる」「親を殺されて、それを乗り越えた人間を“やる気を失った”ように語るのは不適切」と強い拒否反応を示す意見もあり、デュラントの表現の選び方を問題視する向きもあった。	また、「KDもレブロンも、今や番組に出て語る側。完全に“ポッ
ドキャスター時代”に突入したな」「この発言、確実に来週『ファースト・テイク』で30分枠もらうだろ」と、発言の拡散性や炎上性に着目した反応も目立った。	一方で、「この発言は誰かを貶めるものじゃなくて、どんな選択をしても“プロとしての在り方”として尊重すべきだって話だろ」「KDはMJやレブロンのような異なる道を歩んだ選手たちを、それぞれの視点でリスペクトしてるだけ」と
擁護する意見も少なくない。	また、「ジョーダンは野球に行く前から精神的に限界だった。バルセロナ五輪以降、ずっと疲弊していたって『ラストダンス』でも語られていた」といった、過去の証言やドキュメンタリーを引き合いに出す反応もあり、当時の背景を丁寧に読み解こうとする動きも見られた。	さらに、レブロンのキャリアに対して「今でもなお40歳でこのレベルにあるのは驚異的」
「全盛期があまりに長すぎる。若い頃は30代後半で劣化すると予想していたけど、完全に裏切られた」と純粋な賞賛を送る声も多い。一方で、「22年やっても3連覇すらできてないって冷静に見ると凄さに陰りが見える」と冷静に比較する意見も存在する。	また、「MJはレブロンみたいにメディア操作したり、PRに頼ったりしなかった」「レブロンやKDは“何を言うか”より“どう見られるか”を常
に気にしてる感じがする」といった、現代の選手たちの発言戦略への疑問も見られた。	一方で、「MJが今のSNS社会にいたら果たして同じように神格化されていたのか」「レブロンは高校時代から全国ネットに晒され、24年も注目され続けてる。その中で大きなスキャンダルもなく生き抜いてきたのは本当にすごい」という擁護的な声も多く、選手の時代背景やメディア環境も大きく議論に影響し
ている。	総じてこの話題は、レブロンとジョーダンという2人のレジェンドに対する尊敬と、彼らを語る上での繊細な線引きを巡る、多層的な議論を生み出した。いずれの立場であっても、両者の偉業に対して一定の敬意を示す声が大半であり、決して単純な優劣比較では語りきれない複雑さを感じさせる展開となった。	ネットの反応	「野球やりたい」と言って本当にプロでやって戻ってきてまた
優勝してる方がすごくね？	MJは世界で一番有名な人物だった時期に、父親を殺されて、誰にも助けを求められない中で野球に逃げた。それで回復してまた3連覇。普通に尊敬するわ。	↑当時「メンタルヘルス」なんて言葉テレビで聞いたこともなかったからな。回復の手段として野球を選んだのは賢明だったと思う。	MJの父親は「息子に野球をやって欲しかった」って公言してたし、彼が引退後に
マイナーで頑張ったのはその遺志を継いだ形でもある。	MJがマイナーリーグで.202打ってたからってバカにしてる人いるけど、30歳で野球ブランク10年ある男にしては異常な数字だぞ。	「ゲームにどれだけ向き合ってるか」の話でMJを責めるのは、流石に的外れだと思う。	KDがこの話したのって、レブロンとの会話中だったよな？結局「22年間続ける方が難しい」って話の流れだし、ディスっ
てるわけではない。	KDはレブロン擁護するためにMJを軽く触れたつもりだったんだろうけど、思った以上に荒れる話題だったな。	どっちが上かじゃなくて、どっちも伝説。バスケってこういう多様なキャリアがあってこそ魅力的なんだよ。	NBA・米国バスケ	コリン・カウハード（スポーツキャスター）が「過去7シーズンのNBA優勝チームをランク付け」	・1位　ロサンゼルス・レイカーズ
（2020年）・2位　ボストン・セルティックス（2024年）・3位　デンバー・ナゲッツ（2023年）・4位　ゴールデンステート・ウォリアーズ（2022年）・5位　ミルウォーキー・バックス（2021年）・6位　オクラホマシティ・サンダー（2025年）・7位　トロント・ラプターズ（2019年）	NBA・米国バスケ	ニュース要約			ダラス・マーベリックスは、ニューヨーク・ブルックリンで行われ
た水曜のNBAドラフトで、デューク大学のフォワード、クーパー・フラッグを全体1位で指名した。	18歳のフラッグは、NBA史上2番目に若くして全体1位指名を受けた選手となった。これより若くして1位指名されたのは、2003年にクリーブランド・キャバリアーズから指名されたレブロン・ジェームズだけである。	NBAコミッショナーのアダム・シルバーから名前を読み上げられた後、フラッ
グは「本当に最高の気分です。正直、夢が叶ったという感じです」と喜びを語った。	また、家族や地元への感謝も口にした。	「この瞬間を他の誰かと分かち合いたいとは思わないです。ここにいる家族、そして故郷のメイン州の仲間たちがいなければ、今の自分はありませんでした。みんながここに来て、自分を応援してくれるのを見て、本当に感慨深いです」と語った。	なお、水曜日にはメイン
州知事ジャネット・ミルズが、クーパー・フラッグの「素晴らしいバスケットボールでの偉業」を称えて、6月25日を「クーパー・フラッグの日」とする州の公式記念日とすることを宣言した。	FLAGG	CAPTURED!	WELCOME	TO	DALLAS,	COOPER!	@Academy	//	#FlaggCaptured	#MFFL	pic.twitter.com/NJ4RnsR6Lt	—	Dallas	Mavericks	(@dallasmavs)	June	26,	2025			クー
パー・フラッグが2025年のNBAドラフトで全体1位指名を受けたことで、マブスファンの間では歓喜と混乱が入り混じった議論が巻き起こっている。しかし、その祝福ムードの陰で、かつてのエグゼクティブであるニコ・ハリソンへの批判や不信感が再燃している。	「これはフラッグ獲得という喜びの裏で、ニコの無能さを忘れさせようとする動きにすぎない」と指摘する声もあり、マブスのオー
ナー陣への疑念も強まっている。「ニコが独断でルカをトレードしたなら即解任されていたはず。つまり、オーナー主導の判断だった」と分析する声もあり、責任の所在は単にフロントにとどまらないとの見方も多い。	一方で、「ニコはルカの体型をネタにした」「将来の殿堂入り選手を侮辱した」など、過去の発言や言動に対する怒りが蒸し返されている。「ニコは表に出ないスタイルだったの
に、トレードの時だけ饒舌だった。不自然すぎる」という観察もあり、「実はスケープゴートにされたのでは」とする見方も一定の支持を集めている。	選手起用の側面では、ダラスに移籍後のルカ・ドンチッチの体調管理について言及する声も多く、「やっと本気でコンディショニングに取り組み出した」と皮肉交じりに語るコメントもある。「ダラスのブリスケットとテックスメックス料理の誘惑
に勝てる選手はいない」という地域ネタも交えた反応は、チーム事情を知るファンならではのものだ。	また、「もし来季マブスが優勝したら？」という仮定の議論に対しては、「それでもニコは許さない」「5連覇しても支持しない」と感情的な反発も強い。中には「5連覇したらニコは天才GMになる」と逆に高評価する声もあるが、それはあくまで仮定の話としての皮肉であって、現時点では不信
感が勝っている。	加えて、「フラッグをすぐにトレードした」「チップスと交換された」というジョーク交じりの反応もあったが、こうした反応の背景には「またフロントが若手を粗末に扱うのでは」という不安が透けて見える。過去の選手育成やマネジメントへの不満が根深いことを示している。	そして、「ドラフト前からフラッグを指名するとわかっていたのに、なぜ10分も引き延ばす必要が
あったのか」という運営への不満や、「プレイオフ圏外から1位指名を得た制度の不公平さ」に対する批判も多く見られた。「ドラフトはもはや八百長だ」「WWE（プロレス）みたいな茶番だ」との過激な意見も飛び出し、制度そのものへの疑念が強くなっている。	ドラフトでの成功と裏腹に、マブスをめぐるファンの感情は複雑だ。新たなスター候補であるクーパー・フラッグへの期待と同時
に、過去のフロントの判断や組織の信頼性に対する不満が根強く残っている。マブスの未来は明るいかもしれないが、ファンの信頼回復にはもう少し時間がかかりそうだ。	ネットの反応	977:	バスケ好きの反応	:	2025/06/26(木)	09:12:07.90	ID:KZfz2Au8d	979:	バスケ好きの反応	:	2025/06/26(木)	09:12:45.48	ID:mZIWntCC0	980:	バスケ好きの反応	:	2025/06/26(木)	09:12:45.69
ID:Ao+1kj7Ud	983:	バスケ好きの反応	:	2025/06/26(木)	09:13:40.04	ID:aXQIaa5x0	大騒ぎされてるけどウェンビーほどのインパクトは感じないんだよな～	992:	バスケ好きの反応	:	2025/06/26(木)	09:15:42.93	ID:WZVyd/jI0	985:	バスケ好きの反応	:	2025/06/26(木)	09:14:21.07	ID:5+ybXYcW0	クーパーの生え際をみるにSASでこそ輝きそうだったのに	986:	バスケ好きの反応	:
2025/06/26(木)	09:14:23.08	ID:bPffMbul0	一時めっちゃスキンヘッド居たのにすっかり少数派になっちまったな	998:	バスケ好きの反応	:	2025/06/26(木)	09:16:40.84	ID:KZfz2Au8d	999:	バスケ好きの反応	:	2025/06/26(木)	09:16:42.25	ID:TRD3ra9h0	926:	バスケ好きの反応	:	2025/06/26(木)	08:43:03.93	ID:LwWev/oN0	クーパーも使われる側の選手だしなぁ	クレイPJADライブ
リーギャホードも全員非プレーメイカー	ルカがいれば最強のチームだけどまともなPGが1人もいねえんだわ	928:	バスケ好きの反応	:	2025/06/26(木)	08:44:24.20	ID:WZVyd/jI0	>>926	フランツ程度のプレーメイク力はあるように見える	無理すればハンドラーにできる	912:	バスケ好きの反応	:	2025/06/26(木)	08:21:05.03	ID:/FjakiZV0	2000年以降の白人ドラ1	2005ボガット2006バル
ニーニャ2009グリフィン	どれもこれも微妙すぎる・・	914:	バスケ好きの反応	:	2025/06/26(木)	08:22:55.07	ID:WZVyd/jI0	915:	バスケ好きの反応	:	2025/06/26(木)	08:23:23.46	ID:5qTBy44p0	7:	バスケ好きの反応	:	2025/06/26(木)	09:17:13.11	ID:SR52JFacd	8:	バスケ好きの反応	:	2025/06/26(木)	09:17:40.76	ID:7KFtT3Vu0	9:	バスケ好きの反応	:	2025/06/26(木)
09:17:42.16	ID:aXQIaa5x0	17:	バスケ好きの反応	:	2025/06/26(木)	09:18:37.51	ID:NIY0iML40	10:	バスケ好きの反応	:	2025/06/26(木)	09:17:55.65	ID:xggttuVu0	ここ10年のドラ１のインパクトはウェンビーとザイオンが頭一つ抜けてるよな	どっちだいぶ前から騒がれてた	11:	バスケ好きの反応	:	2025/06/26(木)	09:17:56.74	ID:BZOXIbmnr	NBA・米国バスケ	ニュース要約			■記
事によると	・リッキー・ルビオ（元ミネソタ・ティンバーウルブズなど）が「NBAはショーになった」とMarcaのインタビューで語った	・ルビオはNBAで12シーズンを過ごし、2024年1月に引退後、FCバルセロナと契約した	・「NBAではビジネスやエゴが前面に出ていて、バスケットボールへの愛が薄れている」と感じたと述べた	・チームメイトと親しくなることは難しく、「友達はできな
かった」とし、「自分を開くのが苦手で、納得できない態度も見てきた」と語った	・ロッカールームの会話について「乗ってる車の話ばかりで、それで競うのか？」と疑問を呈し、「それで自分が良くなるわけじゃない」と述べた	・NBA初期の「ユーチューブ時代」に触れ、「カメラ向けにキャラクターを作るよう強いられていた」と感じていたと明かした	・「文化や伝統に惚れ込むことはなかっ
た」と語り、「NBAはビジネスになり、ヨーロッパでも同じことが起きている」と主張した	・ルビオは地元のホベントゥット・バダロナでキャリアを終えるのが夢だったと語り、「その方が幸せだったかもしれない」と振り返った	・ミネソタ時代の敗戦に精神的な打撃を受け、親友との食事でも口をきけなかったと明かした	・NBA通算698試合に出場し、平均10.8得点、7.4アシスト、4.1リバウ
ンド、1.8スティールを記録	・2024年2月にFCバルセロナと契約し、3月に実戦復帰したが、今季限りで契約は満了し、現在はFAとなっている					リッキー・ルビオが語った「NBAはショーになった」という発言に対して、ファンの間では賛否両論の反応が広がっている。	「完全に同意する。昔ミネソタに戻ったケビン・ガーネットが『ルビオだけが真面目にやっていた』って言ってたくらいだ」
という声や、「彼は14歳でACBにデビューして、16歳でユーロリーグにも出場してる。10代で五輪にも出てた選手だ。NBAの文化には違和感を感じても当然だ」という評価もあり、彼のバックグラウンドを踏まえて発言に共感する意見が目立った。	一方で、「プロとしてNBAにたどり着くまで、どれだけの努力と時間を費やしてきたかを知らずに、軽々しく“本気じゃない”と言うのは失礼」「結
局のところ、批判してる人の多くが昔ながらの価値観で若者を叩いてるだけ」と、現役選手やリーグ全体への批判に違和感を覚える声もあった。	「プレイヤーの多くは今でもバスケを愛してる。ただ、周囲のマーケティングが行き過ぎてるだけ」とする中立的な意見もあれば、「アダム・シルバーはショー優先で、バスケそのものの魅力を壊してる」「プライベートエクイティ（投資ファンド）的な
思考で、ファンも選手も置き去りにしている」というNBAの運営方針に対する強い批判もあった。	また、現在のリーグのあり方に疑問を投げかける意見も多く、「今のNBAはフリースローやトラベリングよりも、ゴシップとドラマの方が注目されている」「実際の試合内容より、オフコートの噂やトレード話のほうが盛り上がる」「昔の試合と比べてプレイの中身が軽くなっている」という声もあ
れば、「いや、むしろ今の戦術の方が高度で、スイッチやゾーン、スクリーンの読みなど複雑さは過去より上」と戦術的進化を主張する意見も出ていた。	「今のNBAはWWEみたいだ」と例える意見や、「自分はサッカーファンだけど、バスケファンの試合への熱量はサッカーと比べて低いと感じる」という文化面での比較も見られた。	最後には、「それでもNBAはビジネスとして成功している。
収益も倍増してるし、結局は視聴者が何を求めているかという話」と冷静な視点からまとめる声もあった。	NBAの変化に対しては、ルビオのように異文化出身の選手からの視点も含め、多くのファンが複雑な思いを抱いていることが浮き彫りとなっている。	ネットの反応	スポーツがショーであることなんて、プロなら当たり前。嫌ならやめればいいし、選んだのは自分だろ。	2014年からルビオを
見てた。プレイスタイルがシンプルで基本が完璧だからバスケ始めたてには最適な選手だった。スーパースターではないけど、どのチームでも役割を果たせる良いディフェンダーだし、一時はスティール王にもなった。KAT（カール＝アンソニー・タウンズ）の新人王も、ルビオがいなければなかったと思う。	ウルブズ時代は得点力こそなかったけど、ジャズやサンズに行ってからは効率も上がって
た。ただ、トレードのたびにストレスを感じてたっぽくて、本人のSNSで何度もフラストレーションを吐き出してたのを覚えてる。	エンタメ要素が増えたのは事実。オールスターなんて完全な冗談だし、最近はルカのレイカーズ移籍話みたいにプレーの内容よりも噂の方が盛り上がる。コートの上じゃなくて、外のストーリーの方が話題になるのはちょっと違う気もする。	↑でもそれはカジュアル
層を取り込むための戦略じゃない？競技としてのバスケの質自体はむしろ上がってるよ。ミッドレンジが戻ってきてるし、選手はみんな上手い。スーパー・チームは作れない時代になって、今は層の厚さやローテーションの方が勝敗を分けてる。	でも、実際ディフェンスはつまらなくなったよな。笛吹きすぎだし、スタッツ盛るための試合に見えることもある。	↑とはいえ、今は過去のどの時代より
もファウルもフリースローも少ないよ。90年代のセンターがペイントで突っ立ってた時代とは違って、今は3Pも守らなきゃいけない。だからこそ、ワンパターンなビッグマンは長く出られない。	キャブズ時代のルビオは本当によかった。ケガが残念だった。チームは上り調子だったし、彼は重要なピースだった。	バスケは大好きだけど、今のNBAは本当に嫌い。ストーリーや個人の成績が重視さ
れすぎてて、優勝チームの価値がどんどん軽くなってる。	結局ビジネスなんだよ。バスケ愛だけじゃ100億は稼げない。	昔からいる選手はみんな100％本気だったよ、リッキーも含めて。	↑いや、ルビオはキャリア通して過大評価だったよ。本気でやってたかはともかく、期待ほどの活躍ではなかった。	↑彼はどの試合でも手を抜かなかった。チームメイトが適当にプレーしてる中でも、常に全力
だった。それを知らないなら、若すぎるかウルブズをちゃんと見てなかっただけ。	こういうセリフって、大体「期待外れだった選手」が言うイメージあるわ。本当にオールNBAレベルの選手ならこんなこと言わない。ヨキッチやルカがこういうこと言うか？って話。
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